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研究成果の概要（和文）：国際貿易が雇用変動に与える影響、個人の特性や地域特性が貿易政策の決定に与える
影響、産業・労働集積が企業の雇用・賃金に与える影響等を日本と中国のミクロデータにより計量的に実証分析
した。その結果、(1)貿易の下で変動する需要に対する雇用調整は企業の雇用構造によって異なること、(2)貿易
や外国人労働者の自由化は個人の属性・行動特性、地域特性により影響されること、(3)産業集積、労働集積の
効果は企業間ネットワークの有無や所有形態等の企業特性によって異なること、(4)労働条項や労働組合の交渉
力の有無が自由貿易の利益に影響をもたらすこと等を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research empirically examines the effect of international trade on the 
employment, the effects of individual characteristics and behavioral bias and the regional 
characteristics on the decision of trade policy, and the effect of industry and workforce 
agglomeration on employment and wage, using Japanese and Chinese micro-data. It shows the 
statistical evidence including (1) the adjustment of workforce responding to the demand fluctuation 
caused by the international trade varies among firms holding regular and temporary workers, (2) the 
policy decision to liberalize trade and immigration is affected by individual characteristics and 
behavioral bias, and regional characteristics, (3) the effects of industrial and workforce 
agglomeration on wage and employment depend on the ownership structure and the network between 
firms, and (4) the degree to protect workers and the negotiation power of trade union affect the 
benefit of trade liberalization between FTA members.

研究分野： 国際経済学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
貿易の拡大が雇用に与える影響は企業の雇用構造によって異なること、雇用や賃金の変化は、生産性・企業間ネ
ットワーク・所有形態等の差異のほか、産業集積、地域特性によって異なること、貿易政策は個人の教育や行動
特性、地域特性によって影響されること、自由貿易協定の利益は労働条項や労働組合に異なること等、貿易利益
の実現や政策決定に関する基礎的な事実を実証分析によって明らかにしたことに学術的意義を求めることが出来
る。これらの結果は、グローバル化する経済における労働市場の制度設計、貿易政策の決定、地域産業集積の形
成、国際貿易ルールの運用を行う上で考慮すべき条件が何かを社会に示す意義を有している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
国際貿易が雇用、賃金、企業の人的資源の配分などに与える影響については、国、地域、産業、

企業など様々なレベルで研究が進められてきたが、近年、企業の異質性に注目して国際貿易に関
する研究が深まるにつれて、貿易と労働の関係についても、企業の特性を考慮して分析すること
が必要とされている。加えて、地域特性の差異や産業集積の存在が雇用や賃金にどのように関係
するかも検討課題となっている。また、貿易の自由化や外国人労働力の自由化に関しては、政策
決定に働きかける個人の選好によって政策が左右されることから、貿易自由化や労働の国際移
動に関する政策決定に対して個人の属性や行動特性、地域特性がどのように影響を与えるかを
明らかにすることが課題とされている。さらに、成長の著しい中国において、貿易・投資の拡大
に伴って生ずる企業間の生産性格差や企業内の労働移動・賃金格差等の要因を分析するには、国
有企業、外資系企業等の企業の所有形態、企業規模、市場における産業・労働集積の存在を考慮
することが必要とされている。   
こうした国際貿易が企業の雇用構造、賃金、成長に与える影響、個人の属性・行動特性や地域

特性が貿易や労働移動に関する政策の決定に与える影響、企業の所有形態や産業・労働集積が企
業の雇用・成長に与える影響などに関しては、理論面での研究が先行している一方、実証分析に
よって明らかにされなければならない課題が残っている。 
 
２．研究の目的 
本研究では、これまでの研究（「国際貿易におけるアウトソーシングと企業特性に関する理論

的・実証的研究」（基盤研究(B)（平成 20～23 年度））、「企業の国際化と市場特性に関する理
論的・実証的研究」（基盤研究(A)（平成 24年～27年度））を踏まえ、主として以下の内容を解
明することを目的として、理論的実証的分析を行う。 
(1) グローバルな貿易・投資のショックがもたらす企業間・企業内における雇用変化のメカニズ
ム、特に日本企業の正規・非正規労働の雇用や賃金の変化のメカニズム 
(2) 個人の属性や行動上の特性がグローバルな労働移動の自由化への政策選択に与える影響 
(3) 地域特性や個人属性の差異が貿易自由化への政策選択に与える影響 
(4) 市場のルール、産業集積・労働集積の違いによって、企業の賃金水準、生産性、労働資源配
分に見られる影響、特に、中国企業の異質性・所有形態、市場における労働集積や企業間ネット
ワークの異質性がもたらす企業の雇用、貿易、成長に与える影響 
(5) 自由貿易協定等の貿易自由化への制度変化が企業の輸出、雇用に与える影響 
また本研究の過程において、自由貿易に関する国際ルール、貿易と労働、中国企業と貿易の研

究に取り組んでいる海外研究者との研究交流を活発化するために、国際研究交流の機会を設け
る。 
 
３．研究の方法 
国際貿易の拡大が雇用、賃金、企業成長に与える影響に関する研究は、企業を均質な存在と想

定し、産業レベルでの差異、地域間の差異等に注目することによって、そのメカニズムを明らか
にするものが見られているが、近年、Helpman、Itskhoki、Grossman 等による研究に見られるよ
うに企業の異質性を踏まえた研究等が行われており、本研究ではこうした最新の研究を踏まえ
て、企業の異質性、個人属性、地域特性を考慮して、国際貿易が労働や企業に与える影響、個人
属性や地域特性が貿易政策に与える影響について計量的に実証分析する。 
本研究の特徴は、計量分析手法に則ったミクロデータの実証分析によりエビデンスを提示す

ることにあるが、そのために、先行する理論研究を踏まえて、貿易・投資の自由化が労働、企業
組織、賃金、変化に及ぼす影響、個人の属性や地域間の特徴が貿易・投資の自由化に対してどの
ような作用をもたらすかを明らかにするための理論的フレームワークを構築している。 
具体的な実証分析に当たっては、国際貿易が労働需要、雇用、賃金に与える影響を実証的に明

らかにするために、経済産業省『企業活動基本調査』の企業データをもとに、生産性を計測する
ための諸指標の他、輸出、海外生産に加え、企業内部門別雇用の変動、タイプ別労働時間、賃金
等をマッチングしたパネルデータベースを構築している。また、賃金変化の地域間格差を分析す
るために厚生労働省『賃金構造基本統計調査』をもとに地域別パネルデータを構築している。 
個人属性・地域属の異質性が貿易・投資・労働移動の自由化の選考にどのような影響をもたら

すかを明らかにするために、『個人の貿易政策選好に関するミクロデータ分析－RIETI１万人調
査』の個票データをもとに、地域データとの接続を行っている。 
また、中国企業に関しては、中国国家統計局『規模以上企業統計』を核として、貿易データ（輸

出データのみでなく輸入競争財に関するデータを含む）、賃金、雇用関係データ、特許データの



マッチングを行っている。 
研究成果は working paper 等の形でとりまとめ、内外の研究者からのフィードバックを得る

とともに、得られた結果については内外の研究者を招聘した学会・ワークショップにおいて報告
し、評価を受ける。最終的には、国際学術誌に投稿し、公表する他、図書等の形での出版を行う。 
 
 
４．研究成果 
 実証分析によって得られた主な研究成果は、以下のような内容である。 
(1) 国際貿易によって需要の変動幅が大きくなる場合に企業内で発生する雇用調整、労働移動
について、日本企業のミクロデータ用いて計量的に実証分析し、企業内の雇用調整コストを小さ
くするために、雇用調整コストの大きな正規雇用者の雇用調整を少なくし、雇用調整コストの小
さい非正規雇用者の雇用調整を行う傾向にあることが見出された。 
(2) 外国人労働者の受け入れに対する賛否について、日本の個人ミクロ・サーベイデータを用い
て計量的に実証分析し、業種、職業といった経済学における伝統的要因だけでなく、教育、性別、
行動経済学的バイアスも有意に関係していることが見出された。 
(3) 国際貿易が与える地域の貿易自由化・非保護主義化への選好について、貿易政策の保護主義
化を測定する個人ミクロ・サーベイデータデータを用いて実証分析し、輸入変化が大きい地域ほ
ど国政選挙の立候補者の間に保護主義化の傾向が見られることが明らかとなった。 
(4) 地域における産業集積が企業の賃金水準に与える影響について日本企業の賃金データを用
いて実証分析し、情報通信産業集約度が企業の賃金水準と有意に相関し、正の外部性をもた
らしていることが見出された。 
(5) 地域における労働集積が企業生産性と労働資源配分に与える影響が企業特性によって異な
るか否かについて、中国の企業データを用いて実証分析し、中国民間輸出企業と比較して国営企
業においては、労働集積が企業生産性と労働資源配分に与える正の影響が弱いことが見出され
た。 
(6) 企業の賃金水準と R&D ネットワーク・産業集積との関係について、中国の特許データとセン
サス(ASIE)を用いて構築したパネルデータを用いて実証分析し、企業の賃金水準に対して地域
特化(localization)、都市化（urbanization）が有意に正の相関があり、マーシャルの外部性の
存在が有ること、ネットワーク拘束度指数が低い企業（ネットワークにおいて密接には繋がって
いない企業間の橋渡しの機能を果たしている企業）の賃金水準が有意に高いこと、地域における
産業の多様性は企業の賃金水準に有意な関係を示さず、ジェイコブスの外部性の存在が検出さ
れないこと等が明らかとなった。 
(7) 労働賃金が貿易にもたらす影響について、自由貿易協定における労働条項が貿易創造効果
に負に働く一方、貿易転換効果に正に働き、協定締約国の政府の政治バイアスが大きければ両者
を相殺して正となり得ることが見出された。 
(8) 自由貿易協定における原産地規則が労働組合の交渉力を高める場合、域外関税の高止まり
を招き第３国の貿易に影響をもたらすことが明らかとなった。 
 これらの結果は、学会・研究集会などで報告されており、一部に working paper の段階のもの
もあるが、多くは国際(英文)学術誌に掲載されている。 
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